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平成 30 年 5 月 15 日 
各  位 

 
会 社 名 東 宝 株 式 会 社 
代表者名 代表取締役社長 島 谷 能 成 

（コード番号 ９６０２ 東証第１部、福岡）  
問合せ先 取締役総務担当 石 塚 泰 泰 
 （TEL．０３－３５９１－１２２１） 

 

第 129 回定時株主総会 第３号議案に関する補足 

拝啓 平素は格別のご高配を賜り、厚く御礼申しあげます。 
 さて、本年 5 月 30 日に開催を予定しております当社第 129 回定時株主総会の第３号議案
「監査等委員である取締役 3 名選任の件」の一部候補者につきまして、議決権行使助言会社
である Institutional Shareholder Services, Inc.(以下、「ISS」)は、候補者の独立性が十分に保
たれていないとの理由から反対推奨を行っております。 
 つきましては、当該議案につきまして下記のとおり補足いたします。株主の皆様におかれ
ましては、補足説明の内容をご確認いただき、当該議案にご理解を賜りますようお願い申し
あげます。 
                                       敬具 

記 
 
第３号議案 「監査等委員である取締役 3名選任の件」 
 
（１）候補者番号 2 小林 節氏の略歴等 
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（２）候補者番号 3 安藤知史氏の略歴等 
                                         
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                           
（３）当該候補者の独立性に関する補足説明 
                                          
① 監査等委員である取締役候補者小林 節氏が所属している株式会社パレスホテルと当社
グループとの間には、会場使用料等の取引関係がありますが、当社グループとの取引の
規模は年間 10百万円程度であり、当社の連結売上高 242,668 百万円に占める割合はわず
か 0.004%程度に過ぎません。また、当社グループとの取引金額が株式会社パレスホテル
の連結売上高に占める割合は、0.03%程度であります。したがいまして、当該候補者は、
当社に対し十分な独立性を有していると考えております。 

 
② 監査等委員である取締役候補者安藤知史氏が所属する大西昭一郎法律事務所に対しては、
当社より弁護士報酬を支払った実績がありますが、その金額は年間 5 百万円程度であり
ます。したがいまして、当該候補者は、当社に対し十分な独立性を有していると考えて
おります。 

 
 
 
 
 

 

以 上 


